
宮古島市上野トロピカルフルーツパーク 

トライアル・サウンディング実施指針 

 

１ 目的 

宮古島市上野トロピカルフルーツパーク（以下「当施設」という。）のより質の高い公

共サービスの提供や財政負担の軽減等を目指した「宮古島市上野トロピカルフルーツパー

クトライアル・サウンディング」を実施します。本業務は当施設エリアの機能充実転換や

面的な包括管理等、官民連携による活性化事業ができないか導入可能性調査や検討するこ

とを目的としており、その一環として市場調査を実施することとしております。 

これまでの市場調査では、アンケートや聞き取り調査によって民間事業者の意見を収集

してきましたが、トライアル・サウンディングは、民間事業者に検討対象となる公共施設

を暫定的に使用してもらい、民間事業者の提案事業を試験的に実施する機会を提供するも

のです。 

 

２ 試験事業の対象エリア 

当施設において、市が別に定めるエリアを対象とします。 

※エリア内において賃貸借契約中の施設は除きます。 

 

３ 実施方針 

(1) 当施設における様々な利活用の可能性や潜在的な需要、提案の市場性等を把握する 

ための試験的な事業（以下「試験事業」という。）を行うこととします。 

(2) 当施設における提案の自由度を広げるため、既存の公園に対するイメージに捉われ 

ない、柔軟かつ独自性に富んだ試験事業の提案を求めることとします。 

(3) 暫定使用期間中における一時的な営利のみを目的とせず、当施設における民間力の 

導入（官民連携事業）に繋がる試験事業の提案を求めることとします。 

 

４ 応募資格 

「宮古島市上野トロピカルフルーツパークトライアル・サウンディング」の応募事業者

（以下「使用希望者」という。）は、本指針に定める内容及び条件等を十分に理解し、か

つ、応募内容を実行する意思と能力を有する民間企業、ＮＰＯ法人、個人事業主又は任意

団体等とします。 

 

５ 実施プロセス 

(1) 試験事業の申請 

使用希望者は、試験事業として実施したい内容について、市が指定する様式に基づき 

提案書類を作成し、当該書類を市に提出することにより申請します。 



 (2) 申請書類の提出先 

宮古島市役所 農林水産部 農村整備課 

 

(3) 事前相談 

市は、使用希望者の求めに応じて、市が定める期間内で、申請に係る提案書類作成のた

めの事前相談を受け付けます。 

 

(4) 提案審査及び暫定使用者の決定 

提案書類は、宮古島市役所農林水産部農村整備課において審査することとし、必要に応

じてヒアリングを行います。 

また、当該審査によって試験事業を実施する者（以下、「暫定使用者」という。）を決

定します。 

 

(5) 事前協議 

審査の結果、暫定使用者として決定した者は、試験事業の実施に必要な条件等を確認す

るための事前協議を行います。 

 

(6) 試験事業の実施 

暫定使用者は、提案の内容及び事前協議による取り決めに基づき施設管理者に対して行

為許可を申請し、許可を受けた後、試験事業を実施することができます。 

 

(7) 試験事業の報告 

暫定使用者は、試験事業終了後、市に対して速やかに（試験事業が終了した日から起算

して20日以内）事業の実績報告書を提出してください。 

 

６ 留意事項 

(1) 費用負担 

試験事業の応募、実施に係る費用は、暫定使用者の負担とします。 

 

(2) 提案書類の取り扱い及び特許権等 

ア 提案書類の提出後は、原則として記載内容の変更はできません。  

イ 提案書類の著作権は、使用希望者に帰属しますが、提案書類は返却しません。 

ウ 使用希望者の提案書類については、提案審査以外で使用希望者に無断で使用する

ことはありません。 

エ 提案内容に含まれる特許権、実用新案権、意匠権及び商標権等の日本国の法に基

づいて保護される第三者の権利の対象となっている事業手法、工事材料、施行方法及



び維持管理方法等を使用した結果生じた責任は、提案を行った使用希望者が負うもの

とします。 

 

(3) 法令等の遵守 

提案に当たっては、事前に使用希望者の責任において宮古島市上野トロピカルフルー  

ツパーク設置及び管理に関する条例（平成24年宮古島市条例第47号）などの関係法令等を

確認し、試験事業の実施時における法令適合のリスクは暫定使用者に帰属することとしま

す。 

 

(4) リスク分担 

トライアル・サウンディングにおける責任及びリスク分担の考え方について、暫定使用

者が実施する試験事業に関しては暫定使用者が責任を持って遂行し、試験事業に伴い発生

するリスクについても、原則として暫定使用者が負うものとします。 

 

(5) 試験事業の取り扱い 

来年度以降、事業の継続又は官民連携事業に関する公募を行った場合、今回の試験事業

で特に優れた実績を残した事業者については、一定程度、その実績を考慮する可能性があ

ります。 

 

７ その他 

「宮古島市上野トロピカルフルーツパークトライアル・サウンディング」を実施するに当た

り必要な事項は、別に定めることとします。 

 


